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             (単位：％)

15年 16年 15年 16年

4.7 4.8 － －

インドネシア 4.7 4.8 6.4 4.4

マレーシア 5.0 4.5 2.1 2.8

フィリピン 5.7 5.9 1.4 1.8

タイ 2.8 2.9 ▲ 0.9 0.4

ベトナム 6.2 6.7 3.1 3.4

実質GDP 消費者物価指数
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経済成長は緩やかに加速 

フィリピン、ベトナムの高成長がけん引 

■2015年は政策発動で、年後半にかけて成長が加

速すると思われました。しかし、インドネシアやタイの

インフラ投資に絡む予算執行は、政治の混迷など

もあって大幅に遅れ、景気をけん引できませんでし

た。夏場には、中国の人民元切り下げや米国の利

上げを警戒した資金の流出からアジア通貨が下落

し、景気悪化へとつながりました。 

2015年後半はやや減速 
政策対応が遅れる 

■2016年の実質GDP成長率は4.8％程度と伸び

が加速する見込みです。前提となる中国経済は緩

やかに減速し、落ち着いた推移となる見通しです。

フィリピンの2016年予算で公共事業費が大幅に

増加したほか、財政政策の余地が限られるマレーシ

アやタイ、インドネシアは国営企業を利用した公共

投資を活発化することで内需を刺激しようとしてい

ます。 

■一方、2016年の物価は原油価格の低下による物

価押し下げ効果が薄れることが想定されますが、総

じて低位で安定した推移となりそうです。 

2016年は緩やかに加速 
物価は落ち着いた動き 

2016年のASEAN5カ国経済の見通し 

（注）データは2006年～2016年。2015年、2016年はベトナムが政府 
         見通し、フィリピン及びASEAN5が三井住友アセットマネジメント予想。 
（出所）CEIC、ベトナム政府、国際通貨基金（IMF）のデータを基に 
            三井住友アセットマネジメント作成  

■2016年は、ASEAN5の中でも、フィリピンやベトナ

ムの高成長が注目されます。フィリピンは低インフレ

が消費拡大を後押しし、内需主導の景気回復が

続く見込みです。5月の大統領選挙に向けて民間

消費が活発化する見通しです。 

■ベトナムは輸出依存度が高いですが、中国経済が 

  減速する中でも対中輸出は堅調を維持しています。

ベトナムを対中輸出の拠点とするアジア企業が増

加しているためです。また、環太平洋パートナーシッ

プ協定（TPP）が発効すれば、より恩恵を受ける

こととなります。ベトナム政府によれば、2016年の

実質GDP成長率は6.7％が目標となっており、両

国がASEAN経済をけん引する見通しです。 

【実質GDP成長率（前年比）】 

（注）実質GDP、消費者物価指数は前年比。ベトナムの実質GDPは政府見通し、 
         同消費者物価指数はIMFの見通し。他の国々は三井住友アセットマネジメント 
         予想。 
（出所）CEIC、ベトナム政府、IMFのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

【ASEAN5の経済見通し】 

http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/1251456_1982.html
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